
 

令和３年１０月 

音楽業界関係従事者 各位 

経 済 産 業 省 

コンテンツ産業課 

 

アンケートご協力のお願い 

 

 

 多重契約構造となっているライブエンターテイメント業界等では、予期せぬコロナ禍によりイベ

ントの延期や中止が多発しております。経済産業省では、新型コロナウイルス感染症のまん延によ

り、日本発のコンテンツの公演等を延期・中止した主催事業者に対して、（１）公演の開催費用等、

（２）延期・中止した公演等のキャンセル費用等を支援する補助金事業（通称：J-LODlive1，2）

を実施しておりますが、基礎となる契約書が不在であるため、必須提出書類の「請求書」及び「支

払証憑」が提出できないといった案件も多くあります。 

そこで、ライブエンターテイメント業界における関係者間の取引の実態や課題を把握することを

目的とし、ご多忙の折、大変恐縮ですが、アンケートにご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

本アンケートで得た情報や企業情報等については、回答企業および個人が特定されるような形で

公表されることはありませんが、集計結果は、経済産業省において、今後の政策検討の材料として会

議資料等の形で活用する可能性があります。 

 

アンケートは令和３年１１月２日（火）までに、下記の Google フォームよりご回答いただきま

すようお願いいたします。 

【URL】 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeew6WBoS1QcjxmfqLCuxuiGZGHJx2wLObfBV424

7dh-8whuw/viewform?usp=sf_link 

 

 

なお、Googleフォームからのご回答が不可能な場合には【別紙】アンケートをご記入のうえ、下記

の経済産業省の担当者まで、メールまたは FAXにてご返送ください。 

  

 

                                   

 

■お問い合わせ先 

経済産業省商務情報政策局コンテンツ産業課 担当：梅澤隼、森内麻友 

ＴＥＬ：03（3501）9537   

ＦＡＸ：03（3501）1599 

E-mail： umezawa-hayato@meti.go.jp 

  moriuchi-mayu@meti.go.jp 

 

 

 

mailto:moriuchi-mayu@meti.go.jp


【別紙】 アンケート項目 

 

【１．事業者に関する質問】 

1． 発注・受注をしている事業のジャンル（最も近いもの、複数ある場合は最も受発注件数の多い

もの１つに○） 

① 音楽（ポップス、ロック、歌謡曲、演歌、アニメ、ジャズ、クラシック） 

② 演劇（演劇、ミュージカル、舞踊） 

③ 伝統芸能（歌舞伎、雅楽、能楽、文楽、組踊） 

④ 芸能（落語、漫才、講談、漫談、浪曲、歌唱） 

 

2． 発注・受注をしている業種（あてはまるものすべてに○）   

① イベントプロモーション 

② 出演 

③ 演出 

④ 脚本 

⑤ 舞台監督・進行 

⑥ 美術大道具 

⑦ 照明 

⑧ 音響 

⑨ 映像 

⑩ 技術補助 

⑪ 施設管理 

⑫ 警備・運営補助（会場整理等） 

⑬ その他 

 

3． あなた・貴社の資本金の額について 

① 1,000万円以下 

       ② 1,000万円超～5,000万円以下 

  ③ 5,000万円超～1億円以下 

  ④ 1億円超～3億円以下 

  ⑤ 3億円超 

  ⑥ 資本金はない（個人事業主・フリーランスである） 

 

4． あなたの取引における立場について 

① 受注者 

② 発注者 

③ 受注者・発注者の両方ある 

  



5． あなたが取引先から受注又は取引先に発注する契約は以下の①～⑩のうちどの段階の契約が最

も当てはまるか（受注者の立場、発注者の立場それぞれ回答） 

 

 

受注者として（        ） 

発注者として（        ） 

  



【２． コロナ禍前の平時の契約書作成実態について】 

6． コロナ禍になる前の取引において契約書面（業務委託契約署、合意書、覚書、受発注書等の名

称は問わない）を作成しているか（選択肢のうち、受注者、発注者としてそれぞれ最もあては

まるもの１つに○） 

選択肢 
回答欄 

受注者として 発注者として 

① つねに作成している   

② まれに作成していないことがある（全取引中 1 割未満が

作成せず） 

  

③ 時々作成していないことがある（全取引中 1～2 割未満

が作成せず） 

  

④ 作成していないことが多い（全取引中 2～5 割未満が作

成せず） 

  

⑤ 作成していないことがほとんどである（全取引中 5 割以

上が作成せず） 

  

⑥ わからない   

 

7． 契約書面を作成する場合、いつ契約書を作成することが最も多いか（選択肢のうち、受注者、

発注者としてそれぞれ最もあてはまるもの１つに○） 

選択肢 
回答欄 

受注者として 発注者として 

① 業務を始める前に作成する   

② 業務を進めている途中に作成する   

③ 業務の終了もしくは納品する間際に作成する   

④ 業務の終了もしくは納品した後に作成する   

 

  



8． 作成している契約書面に記載されている内容について（選択肢のうち、最もあてはまるものに

１つに○） 

選択肢 

回答欄 

記載して(されて)いる 記載する(される)べき

であるが記載がない 

そもそも記載する(さ

れる)必要が無い 

① 業務内容    

② 役務提供の日又は期間    

③ 業務場所    

④ 代金の額（代金の算定

方法を含む） 

   

⑤ 代金の支払期日    

⑥ 成果物の所有権の帰属    

⑦ 成果物の知的財産権の帰属    

⑧ キャンセル料に関する規定    

⑨ 天変地異、テロ行為、重大

な疾病などの不可抗力によ

って契約内容が履行出来な

くなったときの対応に関す

る規定 

   

⑩ 契約に定めていない事項に

ついて協議する旨の条項 

   

⑪ 契約日    

 

9． （契約書面を作成しない場合）取引条件（金額等）の決定方法は何か（選択肢のうち、受注者、

発注者としてそれぞれ最もあてはまるもの１つに○） 

選択肢 
回答欄 

受注者として 発注者として 

① 受注者が見積書を提出し、両者で協議のうえ決定する   

② 受注者の見積書の提出はなく、メールの協議で決定する   

③ 受注者の見積書の提出はなく、電話や対面での口頭での

協議で決定する 

  

④ 特に協議はなく、基本的に受注者からの金額提示により

決定する 

  

⑤ 特に協議はなく、基本的に発注者からの金額提示により

決定する 

  

 

  



10． 契約書面を作成したいと思うか（選択肢のうち、受注者、発注者としてそれぞれ最もあては

まるもの１つに○） 

選択肢 
回答欄 

受注者として 発注者として 

① 作成したい   

② 作成したくない   

③ よくわからない   

 

11． （受注者として取引をする際に契約書面を作成したい場合）契約書面を作成したい理由（あ

てはまるものすべてに○） 

① 契約代金の額や支払期限を明確にしたいから 

② 業務内容や範囲を明確にしたいから 

③ 所有権や知的財産権など権利の所在を明確にしたいから 

④ 損害賠償責任など責任の所在、範囲、内容などを明確にしたいから 

⑤ その他 

 

12． （発注者として取引をする際に契約書面を作成したい場合）契約書面を作成したい理由（あ

てはまるものすべてに○） 

① 契約代金の額や支払期限を明確にしたいから 

② 業務内容や範囲を明確にしたいから 

③ 所有権や知的財産権など権利の所在を明確にしたいから 

④ 損害賠償責任など責任の所在、範囲、内容などを明確にしたいから 

⑤ その他 

 

13． （受注者として取引をする際に契約書面を作成したくない場合）契約書面を作成したくない

理由（あてはまるものすべてに○） 

① 納期に対する要求が厳しくなるかもしれないから 

② 品質に対する要求が厳しくなるかもしれないから 

③ 契約書の内容を十分理解することが難しいから 

④ 契約書を作成することが面倒だと感じるから 

⑤ 取引条件や内容が確定しにくいから 

⑥ その他 

 

14． （発注者として取引をする際に契約書面を作成したくない場合）契約書面を作成したくない

理由（あてはまるものすべてに○） 

① 取引条件や内容が確定しにくいから 

② 契約書の作成が煩雑で業務量が増えるから 

③ 契約書面が無くても取引に支障がないから 

④ その他  



【３．直近１年間（コロナ禍）の契約書作成実態について】 

15． 【２．コロナ禍前の平時の契約書作成実態について】の回答と比較して、コロナ禍での契約

書面の作成の実態に違いはあるか（選択肢のうち、受注者、発注者としてそれぞれ最もあては

まるもの１つに○） 

選択肢 
回答欄 

受注者として 発注者として 

① ある   

② ない   

 

16． （15.であると回答した場合）どのような違いがあるか（選択肢のうち、受注者、発注者と

してそれぞれ最もあてはまるもの１つに○） 

選択肢 
回答欄 

受注者として 発注者として 

① コロナ禍になり契約書面を作成しない取引が増えた   

② コロナ禍になり契約書面を作成する取引が増えた   

③ コロナ禍になり契約書面の内容を変更する取引が増えた   

 

【４．コロナ禍前の平時の取引実態について】 

17． （受注者として取引をする場合）契約書の有無に関わらず合意した期限に代金の支払いを受

けているか 

① つねに期限内に支払を受けている 

② 期限を合意により変更し、変更後の期限内に支払いを受けることがある 

② 期限に遅れて支払を受けることがある 

③ 明確な支払期限の合意がないことがある 

 

18． （発注者として取引をする場合）契約書の有無に関わらず合意した期限に代金を支払ってい

るか 

① つねに期限内に支払っている 

② 期限を合意により変更し、変更後の期限内に支払をすることがある 

② 期限に遅れて支払をすることがある 

③ 明確な支払期限の合意がないことがある 

 

19． （受注者として取引をする場合）契約書の有無に関わらず合意した金額の支払を受けている

か 

① つねに合意した金額の支払を受けている 

② 金額を合意により変更し、変更後の金額の支払を受けることがある 

③ 合意した金額より安い金額の支払を受けることがある 

④ 合意した金額が全く支払われなかったことがある 

 



20． （発注者として取引をする場合）契約書の有無に関わらず合意した金額を支払っているか 

① つねに合意した金額を支払っている 

② 金額を合意により変更し、変更後の金額を支払ったことがある 

③ 合意した金額より安い金額を支払うことがある 

④ 合意した金額を全く支払わなかったことがある 

 

21． 業務開始前の受注の段階で代金が確定しているか（選択肢のうち、受注者、発注者としてそ

れぞれ最もあてはまるもの１つに○） 

選択肢 
回答欄 

受注者として 発注者として 

① つねに確定している   

② まれに確定していないことがある（全取引中 1 割未満が

未確定） 

  

③ 時々確定していないことがある（全取引中 1～2 割未満

が未確定） 

  

④ 確定していないことが多い（全取引中 2～5 割未満が未

確定） 

  

⑤ 確定していないことがほとんどである（全取引中 5 割以

上が未確定） 

  

⑥ わからない・特に意識していない   

 

22． 受発注段階で代金が確定しない理由（選択肢のうち、受注者、発注者としてそれぞれあては

まるものすべてに○） 

選択肢 
回答欄 

受注者として 発注者として 

① 作業の着手が優先されるため   

② 受発注内容が変更される可能性が高いため   

③ 作業量や拘束期間が確定していないため   

④ 業務難易度が確定していないため   

⑤ 納期が確定していないため   

⑥ ライブイベント全体の予算が確定していないため   

⑦ 受発注時に代金を確定するという意識・慣習がないため   

⑧ その他   

 

  



23． （受注者として取引をする場合）発注書をいつ受領しているか 

① 業務を始める前に受領している 

② 業務を進めている途中に受領している 

③ 業務を終了もしくは納品する間際に受領している 

④ 業務を終了もしくは納品した後に受領している 

⑤ 受領していない 

 

24． （発注者として取引をする場合）発注書をいつ交付しているか 

  ① 業務を始める前に交付している 

② 業務を進めている途中に交付している 

③ 業務を終了もしくは納品される間際に受領している 

④ 業務を終了もしくは納品された後に交付している 

⑤ 交付していない 

 

25． 受領・交付した発注書に記載されている内容として当てはまるもの（あてはまるものすべて

に○） 

① 発注者・受注者の名称 

② 発注日 

③ 業務内容が十分に理解できる発注内容 

④ 契約期間 

⑤ 納期 

⑥ 納入場所 

⑦ 検査完了期日 

⑧ 代金額（総額表示） 

⑨ 代金額（本体価格と消費税等の額を区別して表示） 

⑩ 代金の支払期日 

⑪ 手形の場合の満期日と金額 

⑫ 一括決済方式で支払う場合の内容 

 

26． （受注者として取引をする場合）発注書を受領しない理由（あてはまるものすべてに○） 

① 発注者が発行してくれないから 

② 納期に対する要求が厳しくなるかもしれないから 

③ 品質に対する要求が厳しくなるかもしれないから 

④ 発注書の内容を十分理解することが難しいから 

⑤ 発注書をもらうことが面倒だと感じるから 

⑦  その他 

  



27． （発注者として取引をする場合）発注書を交付しない理由（あてはまるものすべてに○） 

① 取引条件や内容が確定しにくいから 

② 書面の作成が煩雑で業務量が増えるから 

③ 書面がなくても取引に支障がないから 

④ その他 

 

28． 主要な受発注者との取引において、受発注内容に途中で変更が生じることはありますか（選

択肢のうち、受注者、発注者としてそれぞれ最もあてはまるもの１つに○） 

選択肢 
回答欄 

受注者として 発注者として 

① 全くない   

② まれにある（全取引中 1割未満で変更がある）   

③ 時々ある（全取引中 1割～2割未満で変更がある）   

④ よくある（全取引中 2割以上で変更がある）   

⑤ ほとんどある（全取引中 5割以上で変更がある）   

 

29． （28.で②～⑤と回答した場合）受発注内容が変更された場合、受発注者と変更書面を交わ

しているか（選択肢のうち、受注者、発注者としてそれぞれ最もあてはまるもの１つに○） 

選択肢 
回答欄 

受注者として 発注者として 

① 交付・受領している   

② 交付・受領しないこともある   

③ 交付・受領していない   

④ もともと受発注書を交付・受領していないため、変更書

面も交付・受領していない 

  

 

30． （28.で②～⑤と回答した場合）予定より作業開始時期が遅れても納期が変わらず、実質的

な作業期間が短くなった場合、どのような対応がとられているか（選択肢のうち、受注者、発

注者としてそれぞれ最もあてはまるもの１つに○） 

選択肢 
回答欄 

受注者として 発注者として 

① 単価や数量などの取引条件を変更する   

② 単価や数量などの取引条件を変更しない   

 

  



31． （28.で②～⑤と回答した場合）受発注内容の変更等により、当初見込んでいたコストを超

過することが予想される場合、どのような対応がとられているか（選択肢のうち、受注者、発

注者としてそれぞれ最もあてはまるもの１つに○） 

選択肢 
回答欄 

受注者として 発注者として 

① コストの増加の程度に関係なく、必ず協議を行い、代金

を増額する 

  

② コストの増加の程度に関係なく、協議を行わずに代金額

を増額する 

  

③ コスト増加の程度により、必要に応じて協議を行い、代

金を増額する 

  

④ コスト増加の程度により、必要に応じて協議を行わずに

代金を増額する 

  

⑤ コスト増加の程度に関係なく、代金を変更しない   

⑥ その他   

 

32． （28.で②～⑤と回答した場合）受発注内容の変更等により、当初見込んでいたコストが大

幅に減少することが予想される場合、どのような対応がとられているか（選択肢のうち、受注

者、発注者としてそれぞれ最もあてはまるもの１つに○） 

選択肢 
回答欄 

受注者として 発注者として 

① 協議を行い、代金を減額する   

② 協議を行わないが、代金を減額する   

③ 協議を行わず、代金を変更しない   

④ その他   

 

33． （受注者として取引をする場合）指定納期遅れ、欠陥や仕様違い等といった場合を除いて、

発注者に成果物の受領を拒否ないしは返品されたことはあるか 

① ある 

② ない 

 

34． （33.で①と回答した場合）その理由は何か（あてはまるものすべてに○） 

① 品質が基準に満たないと判断されたため 

② 発注者（または発注者に委託した事業者）の都合による仕様変更等のため 

③ 発注者（または発注者に委託した事業者）の都合による製作中止・予算縮小のため 

③  その他 

  



35． （受注者として取引をする場合）成果物の欠陥や仕様違い等といった受注者に責任がある場

合を除いて、発注者が費用負担をすることなく納入後のやり直しを求められることがあるか 

① 全くない 

② まれにある（全取引中 1割未満） 

④ 時々ある（全取引中 1～2割未満） 

⑤ よくある（全取引中 2割以上） 

⑥ ほとんどある（全取引中 5割以上で変更がある） 

 

36． （35.で②～⑤と回答した場合）納入後のやり直しの理由（あてはまるものすべてに○） 

① 納品時に発注者から一方的に品質が基準に満たないと指摘されたため 

② 納品時に発注者から一方的に（品質以外の）不備を指摘されたため 

③ 納品後に発注者から一方的に品質が基準に満たないと指摘されたため 

④ 納品後に発注者から一方的に（品質以外の）不備を指摘されたため 

⑤ 発注者（または発注者に委託した事業者）の都合による仕様変更のため 

⑥ 発注者が、発注者に委託した事業者からやり直しの要請を受けたため 

 

37． 欠陥や納期遅れ等又は相手方の責任による受領拒否又は返品等の理由以外で受発注時に取り

決めた代金が減額されたことがあるか 

① 全くない 

② まれにある（全取引中 1割未満） 

③ 時々ある（全取引中 1から 2割未満） 

④ よくある（全取引中 2割以上） 

⑤ ほとんどある（全取引中 5割以上で変更がある） 

 

38． （37.で②～⑤と回答した場合）減額された理由は何か（あてはまるものすべてに○） 

① 納入したものの、発注者から一方的に品質が基準に満たないと指摘されたため 

② 納入したものの、発注者から一方的に品質以外の不備を指摘されたため 

③ 発注者（または発注者に委託した事業者）の都合による仕様変更のため 

④ 発注者（または発注者に委託した事業者）の都合による製作中止・予算縮小 

 

39． 主要な支払期日は、概ね業務終了後又は納品後何日後に定められているか（選択肢のうち、

受注者、発注者としてそれぞれ最もあてはまるもの１つに○） 

選択肢 
回答欄 

受注者として 発注者として 

① 業務終了後・納品後 30日以内   

② 業務終了後・納品後 30日超～60日以内   

③ 業務終了後・納品後 60日超～90日以内   

④ 業務終了後・納品後 90日超   

 



40． コロナ禍前の平時の取引において、代金を以下のような条件に該当する手形で受け取ったこ

とがあるか（あてはまるものすべてに○） 

① 手形期間が 60日～120日以内のもの 

② 手形期間が 120日以上のもの 

③ 割引の際に担保の提供や過大な割引率が発生するもの 

④ その他一般の金融機関で割引困難なもの 

⑤ 上記の条件に該当する手形は受け取ったことはない 

 

【５．直近１年間（コロナ禍）の取引実態について】 

41． 【４．コロナ禍前の平時の取引実態について】の回答について、コロナ禍での取引の場合と

の違いはあるか 

① ある 

② ない 

 

42． （違いがある場合）どの項目に違いがあるか（記述回答） 

 

 

 

 

 

 

 

43． （違いがある場合）どのような違いがあるか（記述回答） 

 

 

 

 

 

 

 

【６．取引上の問題点】 

44． 契約書面（業務委託契約署、合意書、覚書、受発注書等の名称は問わない）を作成していた

にもかかわらず発生した問題（記述回答） 

 

 

 

 

 

 

  



45． 契約書面（業務委託契約署、合意書、覚書、受発注書等の名称は問わない）を作成しなくて

も取引内容に関する問題が生じなかった頻度（選択肢のうち、受注者、発注者としてそれぞれ

最もあてはまるもの１つに○） 

選択肢 
回答欄 

受注者として 発注者として 

① 全く問題が生じなかった   

② まれに問題が生じた（全取引中 1割未満）   

③ 時々問題が生じた（全取引中 1割～2割未満）   

④ 問題が生じることがほとんどである（全取引中 5 割以

上） 

  

⑤ わからない   

 

46． ライブエンタメ取引全般に関する問題点と認識していることはあるか（記述回答） 

 

 

 

 

 

 

 

47． ライブエンタメ業界の取引慣行についての課題として認識していることはあるか（記述回答） 

 

 

 

 

 

 

 

【７．望ましい取引事例について】 

48． ライブエンタメ業界の取引において望ましい取引の事例（自由記載） 

 

 

 

 

 

 

 

  



＜ご回答者様情報＞ ※匿名回答も可。 

貴社名                             

 

所属部署名                           

 

ご担当者名                           

 

ご連絡先（電話番号）                       

 

ご連絡先（メールアドレス）                       

以 上 


